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第
六
十
五 

  
 

空
母
対
空
母 

   
 
 
 
 

一 
  

わ
れ
わ
れ
は
歴
史
を
学
ぶ
な
か
で
、
太
平
洋
戦
争
は
艦
隊
決
戦
の

時
代
か
ら
航
空
機
主
導
の
時
代
へ
転
換
す
る
経
過
を
見
る
こ
と
に
な

る
。
二
キ
ロ
、
三
キ
ロ
を
隔
て
て
大
砲
を
撃
ち
合
う
艦
隊
決
戦
で
は
、

砲
弾
の
大
半
が
無
駄
に
な
る
。
し
か
も
艦
が
沈
没
す
れ
ば
攻
撃
力
は

ゼ
ロ
に
な
っ
て
し
ま
う
。 

 

に
対
し
て
数
十
キ
ロ
、
場
合
に
よ
っ
て
は
百
キ
ロ
以
上
、
波
濤
を

隔
て
て
航
空
機
で
爆
弾
を
運
べ
ば
、
命
中
確
率
は
飛
躍
的
に
高
く
な

り
、
結
果
と
し
て
安
く
つ
く
。
戦
争
も
経
済
効
率
で
動
く
と
い
う
こ

と
だ
が
、
そ
の
た
め
に
は
索
敵
の
技
術
が
重
要
に
な
る
。
最
後
は
目

視
に
よ
る
確
認
で
あ
る
と
し
て
も
、
ま
ず
は
レ
ー
ダ
ー
で
群
影
を
と

ら
え
、
目
視
し
た
情
報
を
電
信
で
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

イ
ギ
リ
ス
空
軍
機
が
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
戦
艦
「
ビ
ス
マ
ル
ク
」

を
叩
き
の
め
し
て
「
浮
か
ぶ
廃
墟
」
に
し
、
大
日
本
帝
国
の
陸
上
攻

撃
機
が
イ
ギ
リ
ス
の
戦
艦
「
プ
リ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
」
を

沈
没
せ
し
め
た
。
こ
こ
ま
で
は
目
視
が
優
先
し
、
電
波
は
副
次
的
な

役
割
だ
っ
た
。 

 

で
は
、
そ
の
航
空
機
を
艦
載
し
、
発
着
さ
せ
る
空
母
と
空
母
が
大

海
原
で
向
か
い
合
っ
た
ら
ど
う
い
う
こ
と
に
な
る
か
、
で
あ
る
。
世

界
の
戦
争
史
上
、
初
め
て
行
わ
れ
た
空
母
対
空
母
の
戦
い
と
し
て
、

サ
ン
ゴ
海
海
戦
は
、
記
録
に
残
っ
て
い
る
。 
 

事
前
に
理
解
を
促
す
た
め
に
書
く
と
、
サ
ン
ゴ
海
は
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
西
北
側
に
広
が
る
海
域
で
あ
っ
て
、
北
か
ら
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

島
、
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、
ニ
ュ
ー
ヘ
ブ
リ
デ
ー
ズ
諸
島
、
ニ
ュ
ー
カ
レ

ド
ニ
ア
島
に
囲
ま
れ
て
い
る
。 

 

発
端
は
四
二
年
の
一
月
二
十
三
日
、
日
本
が
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
の
北

端
に
あ
る
ニ
ュ
ー
ブ
リ
テ
ン
島
を
占
領
し
た
こ
と
に
あ
っ
た
。
日
本

の
大
本
営
外
軍
部
（
軍
令
部
）
が
ね
ら
っ
た
の
は
、
ア
メ
リ
カ
軍
と

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
軍
の
分
断
だ
っ
た
。 

 

ま
ず
南
方
に
お
け
る
連
合
国
軍
の
動
き
を
封
じ
込
め
る
。
そ
の
上

で
、
ア
メ
リ
カ
太
平
洋
艦
隊
と
決
戦
し
て
こ
れ
を
殲
滅
し
、
し
か
る

の
ち
に
ハ
ワ
イ
上
陸
作
戦
を
実
施
す
る
と
い
う
構
想
で
あ
る
。 

 

そ
こ
で
日
本
軍
は
、
ニ
ュ
ー
ブ
リ
テ
ン
島
ラ
バ
ウ
ル
基
地
に
台
湾

か
ら
海
軍
航
空
部
隊
を
進
出
さ
せ
、
こ
こ
を
拠
点
に
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

島
南
端
の
ポ
ー
ト
モ
レ
ス
ビ
ー
に
あ
る
連
合
国
軍
基
地
を
し
き
り
に

空
襲
し
た
。
連
合
国
軍
も
Ｂ
―
25
な
ど
で
ラ
バ
ウ
ル
を
集
中
的
に

空
襲
し
、
あ
る
い
は
潜
水
艦
で
日
本
の
輸
送
船
を
攻
撃
す
る
な
ど
双

方
が
激
し
い
消
耗
戦
を
繰
り
広
げ
た
。
ラ
バ
ウ
ル
航
空
隊
の
奮
戦
が
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伝
説
と
な
る
の
は
こ
の
と
き
の
戦
い
で
あ
る
。 

 
五
月
四
日
、
日
本
軍
が
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
の
北
に
浮
か
ぶ
ツ
ラ
ギ

島
を
占
領
し
て
進
攻
の
構
え
を
見
せ
る
と
、
ア
メ
リ
カ
軍
は
空
母

「
レ
キ
シ
ン
ト
ン
」
と
「
ヨ
ー
ク
タ
ウ
ン
」
を
出
動
さ
せ
、
ツ
ラ
ギ

守
備
隊
に
猛
烈
な
空
襲
を
か
け
始
め
た
。
大
日
本
帝
国
海
軍
は
こ
れ

に
対
抗
し
て
空
母
「
瑞
鶴
」「
翔
鶴
」、
改
造
空
母
「
祥
鳳
」
を
繰
り

出
し
、
八
日
に
空
母
対
空
母
の
決
戦
が
火
蓋
を
切
っ
た
。 

 

こ
の
戦
い
で
日
本
軍
は
「
レ
キ
シ
ン
ト
ン
」
を
沈
め
、「
ヨ
ー
ク

タ
ウ
ン
」
を
大
破
さ
せ
た
。
そ
の
代
償
と
し
て
「
祥
鳳
」
を
失
い
、

「
翔
鶴
」
が
大
破
し
た
。
艦
船
の
被
害
か
ら
い
う
と
、
か
ろ
う
じ
て

日
本
軍
に
軍
配
が
上
が
る
か
た
ち
だ
が
、
損
失
は
日
本
軍
の
ほ
う
が

大
き
か
っ
た
。 

 

そ
れ
と
い
う
の
は
、
日
本
軍
が
多
く
の
搭
乗
員
、
戦
闘
員
を
失
っ

た
の
だ
っ
た
。
こ
の
と
き
被
弾
し
た
空
母
に
艦
載
機
が
着
陸
で
き
ず
、

海
上
に
没
す
る
と
い
う
状
況
が
発
生
し
た
。
航
空
機
は
補
充
で
き
る

が
、
搭
乗
員
は
簡
単
に
養
成
で
き
な
い
。 

 

日
本
の
軍
隊
で
は
明
治
か
ら
一
貫
し
て
「
戦
陣
訓
」
と
い
う
も
の

が
重
視
さ
れ
た
。
戦
い
に
勝
っ
て
も
、
個
別
の
作
戦
、
指
揮
官
の
判

断
、
個
々
の
兵
士
の
行
動
と
い
う
も
の
に
は
必
ず
反
省
す
べ
き
こ
と

が
あ
る
、
と
い
う
考
え
方
だ
っ
た
。
教
訓
か
ら
学
び
、
少
し
で
も
改

善
し
よ
う
と
し
た
。 

 

第
一
次
大
戦
ま
で
の
日
本
は
、
よ
り
客
観
的
に
教
訓
を
と
ら
え
よ

う
と
し
た
。
だ
が
日
中
戦
争
が
泥
沼
化
し
て
以
後
、
精
神
論
に
傾
斜

し
て
い
く
。 

 

空
母
対
空
母
の
戦
い
で
は
、
飛
び
立
っ
た
艦
載
機
の
帰
艦
を
確
実

に
保
証
す
る
こ
と
が
最
も
重
要
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
に
、
日
本
軍
は

気
が
つ
か
な
か
っ
た
の
で
は
な
く
、
分
か
っ
て
は
い
た
。
し
か
し
日

本
軍
の
航
空
機
に
搭
載
さ
れ
て
い
た
音
声
無
線
（
無
線
電
話
）
は
雑

音
が
多
く
、
ほ
と
ん
ど
通
じ
な
か
っ
た
。 

 

飛
び
立
っ
て
い
っ
た
攻
撃
機
の
編
隊
に
母
艦
は
指
令
で
き
ず
、
編

隊
を
作
っ
て
い
る
航
空
機
の
間
で
も
通
信
が
で
き
な
か
っ
た
。「
ト

ン
・
ツ
ー
」
の
モ
ー
ル
信
号
は
使
え
た
が
、
全
機
に
搭
載
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
。
母
艦
と
編
隊
は
お
互
い
に
何
が
起
こ
っ
て
い
る
か
を
知

ら
な
か
っ
た
。 

 

一
部
の
艦
載
機
に
は
方
位
検
出
装
置
が
搭
載
さ
れ
て
い
た
。
し
か

し
そ
れ
も
性
能
が
悪
か
っ
た
。
ク
ル
シ
ー
式
空
三
号
無
線
帰
投
方
位

測
定
機
が
そ
れ
だ
。
ア
メ
リ
カ
の
フ
ェ
ア
チ
ャ
イ
ル
ド
社
が
開
発
し

た
製
品
を
輸
入
し
て
国
産
化
し
た
も
の
だ
っ
た
が
、
十
年
以
上
前
の

古
い
技
術
か
ら
前
進
し
て
い
な
か
っ
た
。 

 
こ
の
た
め
攻
撃
を
終
え
て
引
き
返
す
航
空
編
隊
は
、
母
艦
の
所
在

地
を
探
す
の
に
一
苦
労
し
た
。
間
違
え
て
ア
メ
リ
カ
の
空
母
に
着
艦

し
か
か
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。 

 

対
し
て
ア
メ
リ
カ
海
軍
は
そ
の
こ
と
に
気
が
つ
い
て
い
て
、
か
つ

物
的
な
対
策
を
講
じ
て
い
た
。
ま
ず
大
型
空
母
と
と
も
に
、
動
き
が
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軽
俊
な
小
型
空
母
を
量
産
し
た
。
ば
か
り
で
な
く
、
後
方
の
部
隊
に

交
換
用
の
航
空
機
と
搭
乗
員
を
乗
せ
た
予
備
空
母
を
配
置
し
て
い
た
。 

 
ま
た
味
方
空
母
が
発
す
る
誘
導
電
波
を
受
信
で
き
る
装
置
を
航
空

機
に
組
み
込
ん
だ
。
さ
ら
に
航
空
機
が
不
時
着
し
た
と
き
、
搭
乗
員

が
海
上
に
浮
か
ん
で
い
ら
れ
る
救
命
具
と
、
そ
の
位
置
を
知
ら
せ
る

信
号
発
信
装
置
を
配
布
し
た
。
駆
逐
艦
や
魚
雷
艇
な
ど
は
信
号
を
頼

り
に
、
航
空
機
搭
乗
員
を
救
出
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

 

―
―
日
本
軍
は
人
命
を
軽
視
し
、
ア
メ
リ
カ
軍
は
重
視
し
た
。 

 

と
い
わ
れ
る
。 

 

事
実
、
そ
う
だ
っ
た
が
、
仮
に
日
本
軍
が
人
命
を
重
視
し
た
と
し

て
も
、
で
き
な
か
っ
た
。 

 

こ
の
こ
と
が
日
本
時
間
六
月
五
日
に
行
わ
れ
た
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海

戦
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。 

  
 
 
 
 

二 
  

ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦
（
連
合
艦
隊
「
Ｍ
Ｉ
作
戦
）
に
連
合
艦
隊
が

繰
り
出
し
た
艦
船
は
「
す
ご
い
」
の
一
語
に
尽
き
る
。 

  

第
一
機
動
部
隊 

 

・
空
母
四
：
赤
城
、
加
賀
、
飛
龍
、
蒼
龍 

 

・
戦
艦
二
：
榛
名
、
霧
島 

 

・
重
巡
洋
艦
：
利
根
、
筑
摩 

 

・
軽
巡
洋
艦
一
：
長
良 

 

・
駆
逐
艦
：
嵐
、
野
分
、
萩
風
、
舞
風
、
風
雲
、
夕
雲
、
巻
雲
、 

 
 
 
 
 
 

秋
風
、
磯
風
、
浦
風
、
浜
風
、
谷
風 

・
油
槽
艦
八 
 

連
合
艦
隊
本
隊 

 

・
空
母
二
：
鳳
翔
、
瑞
鳳 

 

・
戦
艦
七
：
大
和
、
長
門
、
陸
奥
、
伊
勢
、
日
向
、
扶
桑
、
山
城 

 

・
軽
巡
洋
艦
二
：
北
上
、
大
井 

 

・
駆
逐
艦
二
十
：
吹
雪
、
白
雪
、
初
雪
、
叢
雲
、
磯
波
、
浦
波
、 

 
 
 
 
 
 

敷
波
、
綾
波
、
夕
風
、
有
明
、
海
風
、
江
風
、
夕
暮
、 

 
 
 
 
 
 

白
露
、
時
雨
、
天
霧
、
朝
霧
、
夕
霧
、
白
雲
、
山
風 

  

こ
の
後
方
に
攻
略
部
隊
（
戦
艦
二
、
重
巡
洋
艦
四
、
軽
巡
洋
艦
一
、

駆
逐
艦
八
、
油
槽
艦
四
）、
攻
略
部
隊
支
援
隊
（
重
巡
洋
艦
四
、
駆

逐
艦
二
、
油
槽
艦
一
）、
攻
略
部
隊
護
衛
隊
（
軽
巡
洋
艦
一
、
駆
逐

艦
十
、
哨
戒
艇
三
、
油
槽
艦
一
、
輸
送
船
十
二
）
が
続
き
、
伊
号
潜

水
艦
二
十
三
、
潜
水
母
艦
六
な
ど
が
続
い
て
い
た
。 

 
十
二
隻
の
輸
送
船
に
は
、
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
島
、
ひ
い
て
は
ハ
ワ
イ

に
上
陸
す
る
陸
戦
兵
七
千
六
百
人
が
乗
っ
て
い
た
。
総
兵
力
十
万
人

で
あ
る
。
真
珠
湾
攻
撃
の
際
の
日
本
海
軍
機
動
部
隊
よ
り
、
は
る
か

に
規
模
が
大
き
い
。 
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乾
坤
一
擲
の
大
決
戦
は
、
結
果
を
知
っ
て
い
る
わ
れ
わ
れ
か
ら
す

る
と
「
丁
か
半
か
」
の
賭
博
の
よ
う
に
も
見
え
る
。
作
戦
が
う
ま
く

当
た
っ
て
い
れ
ば
ア
メ
リ
カ
太
平
洋
艦
隊
は
壊
滅
し
、
ミ
ッ
ド
ウ
ェ

ー
島
は
大
日
本
帝
国
が
占
領
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。 

 

し
か
し
全
く
逆
の
結
果
に
な
っ
た
。 

 

直
接
の
敗
因
は
、 

  

・
陸
用
爆
弾
か
ら
魚
雷
へ
の
転
換 

 

・
攻
撃
編
隊
の
着
艦
か
、
攻
撃
隊
の
発
艦
か 

  

こ
の
二
つ
の
判
断
ミ
ス
が
重
な
っ
た
。
帰
還
す
る
日
本
の
攻
撃
編

隊
の
後
ろ
に
つ
い
て
い
っ
た
ア
メ
リ
カ
軍
攻
撃
編
隊
に
と
っ
て
ラ
ッ

キ
ー
だ
っ
た
の
は
、
第
一
機
動
部
隊
の
空
母
を
旋
回
し
て
い
た
直
掩

機
の
燃
料
切
れ
が
迫
っ
て
い
た
こ
と
だ
っ
た
。 

 

連
合
艦
隊
の
体
勢
に
つ
い
て
も
、
数
々
の
敗
因
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。 

  

・
海
軍
軍
令
部
と
連
合
艦
隊
（
山
本
五
十
六
）
と
の
齟
齬
。 

 

・
作
戦
の
目
的
が
曖
昧
だ
っ
た
。
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
島
占
領
な
の
か 

 
 

ア
メ
リ
カ
太
平
洋
艦
隊
撃
滅
な
の
か
。 

 

・
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
占
領
後
の
展
望
が
な
か
っ
た
。 

 

・
南
雲
部
隊
の
意
思
統
一
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
。 

 

・
第
一
機
動
部
隊
と
連
合
艦
隊
本
隊
は
三
百
キ
ロ
以
上
も
離
れ
て 

 
 

航
行
し
て
い
た
。
艦
隊
本
隊
が
戦
い
に
参
加
し
て
い
れ
ば
事
態 

 
 

は
大
き
く
違
っ
た
。 

 

・
日
本
の
空
母
は
板
の
甲
板
で
艦
内
は
密
閉
度
が
高
か
っ
た
。
こ 

 
 

の
た
め
被
弾
す
る
と
爆
風
の
被
害
が
大
き
か
っ
た
。
ま
た
火
災 
 
 

が
発
生
し
た
と
き
、
可
燃
物
を
船
外
に
破
棄
す
る
こ
と
が
難
し 

 
 

か
っ
た
。 

  

等
々
で
あ
る
。 

 

―
―
情
報
収
集
と
分
析
能
力
の
差
が
勝
敗
を
左
右
し
た
。 

 

と
い
う
指
摘
も
あ
る
。 

 

こ
の
海
戦
で
、
日
本
の
第
一
機
動
部
隊
は
ア
メ
リ
カ
空
母
艦
隊
の

居
場
所
を
見
つ
け
る
の
に
無
駄
な
時
間
を
費
や
し
た
。
四
方
八
方
に

飛
ば
し
た
索
敵
機
に
依
存
す
る
ほ
か
な
か
っ
た
。
こ
の
海
戦
で
は
、

索
敵
機
が
ア
メ
リ
カ
艦
隊
を
発
見
し
て
い
た
が
、
無
線
の
電
波
出
力

が
弱
か
っ
た
た
め
に
正
確
な
情
報
を
伝
達
で
き
な
か
っ
た
。 

 

ア
メ
リ
カ
軍
も
同
じ
よ
う
に
索
敵
機
を
飛
ば
し
た
が
、
日
本
軍
と

決
定
的
に
違
っ
た
の
は
、
同
時
に
無
線
通
信
と
レ
ー
ダ
ー
を
活
用
し

た
こ
と
だ
っ
た
。 

 
索
敵
機
は
何
も
発
見
で
き
な
か
っ
た
が
、
追
尾
す
る
潜
水
艦
が
日

本
艦
隊
の
位
置
を
逐
一
報
告
し
、
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
島
基
地
の
レ
ー
ダ

ー
が
日
本
の
連
合
艦
隊
空
母
群
の
所
在
を
探
り
当
て
、
さ
ら
に
攻
撃
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機
を
電
波
で
誘
導
し
て
戦
果
を
拡
大
し
た
。 

  
 
 
 
 

三 
  

日
本
海
軍
の
空
母
群
は
、
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
島
攻
撃
隊
か
ら
の
「
第

二
次
攻
撃
隊
ノ
要
ア
リ
」
と
い
う
報
告
を
受
け
て
、
甲
板
に
並
ん
だ

攻
撃
機
の
爆
装
を
艦
船
用
か
ら
陸
上
用
に
転
換
し
た
。
さ
ら
に
利
根

四
番
機
か
ら
の
報
告
「
敵
ハ
ソ
ノ
後
方
ニ
空
母
ラ
シ
キ
モ
ノ
一
隻
を

伴
ウ
」
を
受
け
て
、
甲
板
上
の
航
空
機
の
爆
装
を
再
び
艦
船
用
に
転

換
し
よ
う
と
し
た
。 

 

そ
こ
に
、
第
一
次
攻
撃
隊
が
帰
っ
て
き
た
。 

 

南
雲
は
予
定
通
り
第
一
次
攻
撃
隊
の
収
容
を
優
先
し
、
そ
れ
が
終

わ
っ
た
ら
第
二
次
攻
撃
隊
を
発
艦
さ
せ
る
こ
と
を
山
口
少
将
に
伝
え

た
。
第
一
次
攻
撃
隊
を
収
容
し
て
か
ら
第
二
次
攻
撃
隊
を
発
艦
さ
せ

て
も
遅
く
は
な
い
。
こ
の
た
め
今
度
は
甲
板
上
の
航
空
機
を
再
収
用

す
る
作
業
が
始
ま
っ
た
。 

 

そ
の
判
断
が
空
母
決
戦
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
逸
し
た
。
こ
の
と
き
、

日
本
の
第
一
次
攻
撃
隊
の
あ
と
を
追
っ
て
き
た
敵
航
空
隊
が
日
本
艦

隊
の
上
空
に
到
着
し
た
。 

 

空
母
は
帰
艦
機
を
収
容
し
て
い
る
と
き
か
発
艦
さ
せ
て
い
る
と
き

が
最
も
弱
い
。
甲
板
を
大
き
く
広
げ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
高
射
砲

や
煙
幕
な
ど
を
打
ち
上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ア
メ
リ
カ
軍
航
空

機
は
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
ね
ら
っ
て
奇
襲
を
か
け
る
か
た
ち
に
な
っ

た
。 

 

日
本
の
空
母
三
隻
へ
の
命
中
弾
は
二
発
な
い
し
四
発
だ
っ
た
の
で
、

通
常
の
爆
弾
で
あ
れ
ば
各
艦
と
も
中
破
か
大
破
の
被
害
で
済
ん
だ
は

ず
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
爆
弾
の
な
か
に
、
新
型
爆
弾
が
混
ざ
っ
て
い

た
。
落
下
し
た
数
秒
後
に
起
爆
装
置
が
働
く
の
で
あ
る
。 

 

こ
れ
が
被
害
を
拡
大
し
た
。 

 

甲
板
に
並
ん
だ
攻
撃
機
が
横
転
し
、
装
填
し
つ
つ
あ
っ
た
爆
弾
に

火
が
移
っ
た
。 

 

投
弾
や
機
銃
掃
射
は
思
う
が
ま
ま
だ
っ
た
。
投
下
し
た
爆
弾
は
確

実
に
日
本
海
軍
の
空
母
甲
板
に
落
下
し
て
い
っ
た
。
そ
の
甲
板
に
は

燃
料
を
満
載
し
た
攻
撃
機
が
整
列
し
、
爆
弾
や
魚
雷
を
装
備
し
て
い

た
。
誘
爆
が
被
害
を
大
き
く
し
た
。 

 

格
納
庫
の
魚
雷
が
爆
発
し
、「
加
賀
」「
蒼
龍
」
は
沈
没
、「
赤
城
」

は
大
破
・
炎
上
し
味
方
の
魚
雷
で
処
分
さ
れ
た
。 

 

帰
還
し
よ
う
と
し
た
第
一
次
攻
撃
隊
の
約
百
機
は
、
着
艦
す
べ
き

空
母
が
大
破
ま
た
は
沈
没
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、
燃
料
切
れ
で
次
々

に
海
中
に
墜
落
し
た
。 

 
こ
の
と
き
や
や
北
に
離
れ
て
い
た
た
め
に
無
傷
だ
っ
た
空
母
「
飛

龍
」
は
、
搭
乗
員
を
救
助
す
べ
き
だ
っ
た
。
だ
が
第
二
航
空
司
令
・

山
口
少
将
は
そ
れ
を
後
回
し
に
し
た
。 

 

午
前
十
時
五
十
分
、
独
断
で
発
令
し
た
。 
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「
全
機
今
ヨ
リ
発
進
、
敵
空
母
ヲ
殲
滅
セ
ン
ト
ス
」 

 
飛
龍
か
ら
発
艦
し
た
攻
撃
機
は
二
十
四
機
だ
っ
た
。
こ
の
攻
撃
隊

の
第
一
波
は
ア
メ
リ
カ
空
母
上
空
を
援
護
し
て
い
た
戦
闘
機
を
振
り

切
っ
て
、
ヨ
ー
ク
タ
ウ
ン
に
三
発
の
命
中
弾
を
与
え
大
破
さ
せ
た
。

第
二
波
は
ヨ
ー
ク
タ
ウ
ン
に
魚
雷
二
発
を
命
中
さ
せ
、
巡
洋
艦
一
隻

に
も
損
害
を
与
え
た
。 

 

そ
の
間
、
山
口
は
上
空
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
赤
城
、
加
賀
所
属
の

残
存
機
十
五
機
を
回
収
し
最
後
の
攻
撃
を
準
備
し
た
。 

 

そ
こ
に
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
か
ら
発
進
し
た
急
降
下
爆
撃
機
十
三

機
が
来
襲
し
た
。
飛
龍
の
上
空
を
守
る
戦
闘
機
は
一
機
も
な
か
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
軍
機
は
楽
々
と
投
弾
し
、
四
発
の
命
中
弾
を
加
え
た
。 

 

爆
弾
四
発
が
艦
橋
付
近
に
命
中
し
、
発
生
し
た
火
災
が
全
艦
に
広

が
っ
た
。「
飛
龍
」
に
対
し
て
行
わ
れ
た
ア
メ
リ
カ
軍
の
攻
撃
は
、

最
終
的
に
航
空
機
百
十
五
機
、
魚
雷
二
十
六
本
、
爆
弾
七
十
発
に
達

し
た
と
い
う
。 

 

午
後
五
時
十
分
、
沈
没
。 

 

日
本
海
軍
は
「
赤
城
」「
加
賀
」「
蒼
龍
」「
飛
龍
」
の
空
母
四
隻
、

重
巡
「
三
隈
」、
艦
載
機
三
百
二
十
一
機
お
よ
び
、
三
千
五
百
人
の

人
員
を
失
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
海
軍
の
損
失
は
空
母
「
ヨ
ー
ク
タ
ウ

ン
」、
重
巡
「
ハ
ン
マ
ン
」、
艦
載
機
百
五
十
機
、
人
員
三
百
七
人
だ

っ
た
。 

 

日
本
軍
の
常
勝
に
歯
止
め
が
か
か
っ
た
瞬
間
だ
っ
た
。 

  
 
 
 

四 
 

こ
の
戦
い
を
大
本
営
は
次
の
よ
う
に
発
表
し
た
。 

  

東
太
平
洋
全
海
域
に
作
戦
中
の
帝
国
海
軍
部
隊
は
六
月
四
日
、
ア

リ
ュ
ー
シ
ャ
ン
列
島
の
敵
拠
点
ダ
ッ
チ
ハ
ー
バ
ー
並
び
に
同
列
島
一

帯
を
急
襲
し
四
日
、
五
日
、
両
日
に
亙
り
反
復
之
を
攻
撃
せ
り
、
一

方
同
五
日
洋
心
の
敵
根
拠
地
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
に
対
し
猛
烈
な
る
強
襲

を
敢
行
す
る
と
共
に
、
同
方
面
に
増
援
中
の
米
国
艦
隊
を
補
捉
猛
攻

を
加
え
敵
海
上
及
航
空
兵
力
並
に
重
要
軍
事
施
設
に
甚
大
な
る
損
害

を
与
え
た
り
、
更
に
同
七
日
以
後
陸
軍
部
隊
と
緊
密
な
る
協
同
の
下

に
ア
リ
ュ
ー
シ
ャ
ン
列
島
の
諸
要
点
を
攻
略
し
目
下
尚
作
戦
続
行
中

な
り
、
現
在
ま
で
に
判
明
せ
る
戦
果
左
の
ご
と
し
。 

一
、
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
方
面
。 

 

（
イ
）
米
航
空
母
艦
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
型
一
隻
及
ホ
ー
ネ
ッ
ト 

 
 
 
 

型
一
隻
撃
沈
。 

 
（
ロ
）
彼
我
上
空
に
於
い
て
撃
沈
せ
る
飛
行
機
約
百
二
十
機
。 

 
（
ハ
）
重
要
軍
事
施
設
爆
破
。 

二
、
ダ
ッ
チ
ハ
ー
バ
ー
方
面
。 

 

（
イ
）
撃
沈
破
せ
る
飛
行
機
十
四
機
。 

 

（
ロ
）
大
型
輸
送
船
一
隻
撃
沈
。 
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（
ハ
）
重
油
槽
群
二
ケ
所
、
大
格
納
庫
一
棟
爆
破
炎
上
。 

三
、
本
作
戦
に
お
け
る
我
が
方
損
害
。 

 
（
イ
）
航
空
母
艦
一
隻
喪
失
、
同
一
隻
大
破
、
巡
洋
艦
一
隻
大
破
。 

 

（
ロ
）
未
帰
還
飛
行
機
三
十
五
機
。 

  

当
時
、
軍
事
専
門
家
は
次
の
よ
う
に
指
摘
し
た
。 

 

「
大
和
以
下
の
戦
艦
が
十
一
隻
も
随
行
し
て
い
な
が
ら
、
空
母
群

と
三
百
マ
イ
ル
も
離
れ
た
と
こ
ろ
を
航
行
し
て
い
た
。
こ
れ
で
は
空

母
決
戦
と
な
っ
た
と
き
、
い
か
に
全
速
力
で
駆
け
つ
け
て
も
敵
空
母

群
を
砲
撃
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
い
か
」 

 

「
戦
艦
艦
隊
は
自
ら
が
標
的
と
な
っ
て
敵
空
母
艦
載
機
を
引
き
寄

せ
、
重
装
備
の
火
砲
で
応
戦
し
つ
つ
、
そ
の
間
に
が
ら
空
き
と
な
っ

た
無
防
備
の
敵
空
母
群
を
叩
く
と
い
う
戦
術
が
な
ぜ
取
れ
な
か
っ
た

か
」 

 

だ
が
日
本
帝
国
海
軍
は
十
分
な
能
力
を
持
つ
レ
ー
ダ
ー
を
備
え
て

い
な
か
っ
た
。
ゆ
え
に
そ
れ
が
で
き
な
か
っ
た
。 

 

連
合
艦
隊
は
翌
日
の
昼
間
攻
撃
を
検
討
し
た
が
、
ア
メ
リ
カ
艦
隊

は
早
々
に
退
避
し
て
戦
場
を
離
脱
し
て
い
た
。
索
敵
機
で
は
捕
捉
で

き
な
い
た
め
に
、
追
撃
を
諦
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。 

 

こ
れ
に
対
し
て
ア
メ
リ
カ
は
次
の
よ
う
に
戦
果
を
評
価
し
た
。 

 

―
―
空
母
二
な
い
し
三
を
撃
沈
破
、
他
の
一
な
い
し
二
空
母
を
大

破
せ
し
め
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。 

 

六
月
六
日
、
ア
メ
リ
カ
太
平
洋
艦
隊
指
令
長
官
ニ
ミ
ッ
ツ
は
次
の

よ
う
な
コ
メ
ン
ト
を
発
表
し
た
。 

 

「
真
珠
湾
の
復
讐
は
、
一
部
成
就
さ
れ
た
。
し
か
し
、
完
全
な
復

讐
は
、
日
本
海
軍
が
無
能
力
に
な
る
ま
で
は
達
成
さ
れ
な
い
だ
ろ
う
。

そ
の
方
向
に
向
か
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
重
要
な
前
進
を
し
た
。
わ
れ

わ
れ
は
い
ま
や
、
目
標
の
な
か
ば
（
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
）
に
達
し
た
と

い
っ
て
も
、
そ
れ
は
認
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
」 

 



第 65 空母対空母（補注） 

  

 
 〜

〜
〜
〜 

補 

注 

〜
〜
〜
〜 

 

戦
陣
訓	 
明
治
期
に
西
洋
流
軍
隊
制
度
が
導
入
さ
れ
る
の
と
同
時
に
移
入
さ

れ
た
考
え
方
で
、
戦
い
に
勝
っ
た
あ
と
で
も
味
方
の
勝
因
と
敵
の
敗
因
を
分

析
し
次
の
作
戦
に
活
か
す
こ
と
を
指
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
一
九
四
一
年
、

陸
軍
大
臣
東
条
英
機
の
名
で
全
軍
に
示
さ
れ
た
『
戦
陣
訓
』
は
、「
生
き
て
虜

囚
の
辱
（
は
ず
か
し
め
）
を
受
け
ず
、
死
し
て
罪
禍
の
汚
名
を
残
す
こ
と
勿

れ
」
な
ど
、
全
将
兵
に
死
を
強
制
す
る
役
割
を
果
し
た
。
併
せ
て
「
戦
陣
訓

の
歌
」も
作
ら
れ
た
。生
き
て
捕
虜
に
な
っ
た
者
や
そ
の
家
族
は「
非
国
民
」

と
非
難
さ
れ
た
。 

ポ

ト
モ
レ
ス
ビ

	 

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
島
の
東
南
に
伸
び
た
半
島
の
ほ
ぼ
中

央
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
側
に
あ
る
。
日
本
軍
に
と
っ
て
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

に
上
陸
す
る
橋
頭
堡
、
連
合
国
軍
に
と
っ
て
は
ル
ソ
ン
島
↓
台
湾
島
↓
沖
縄

↓
九
州
と
反
攻
・
北
上
す
る
起
点
と
し
て
重
要
な
位
置
に
あ
っ
た
。
日
本
軍

の
ラ
バ
ウ
ル
航
空
隊
、
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
ル
島
占
領
、
サ
ン
ゴ
海
海
戦
な
ど
は
す

べ
て
ポ
ー
ト
モ
レ
ス
ビ
ー
攻
略
の
た
め
の
作
戦
だ
っ
た
が
、
サ
ン
ゴ
海
海
戦

の
勝
利
と
引
替
え
に
ポ
ー
ト
モ
レ
ス
ビ
ー
攻
略
の
意
味
が
見
失
わ
れ
た
。
山

本
五
十
六
の
死
が
太
平
洋
戦
争
に
お
け
る
日
本
海
軍
の
戦
略
を
狂
わ
せ
た
。 

ラ
バ
ウ
ル
航
空
隊	 

日
本
軍
は
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
を
抑
え
、
さ
ら
に
南
進
し

て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
上
陸
す
る
構
想
を
持
っ
て
い
た
。
こ
の
た
め
ガ
ダ
ル

カ
ナ
ル
島
北
西
の
ニ
ュ
ー
ブ
リ
テ
ン
島
、
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
ル
島
に
航
空
基
地
を

建
設
し
て
連
合
国
軍
に
圧
力
を
か
け
た
。
ニ
ュ
ー
ブ
リ
テ
ン
島
東
端
に
あ
っ

た
航
空
基
地
が
ラ
バ
ウ
ル
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
台
湾
航
空
隊
の
零
戦
部
隊
が

進
駐
し
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
島
の
ポ
ー
ト
モ
レ
ス
ビ
ー
に
連
日
の
猛
攻
撃
を
か

け
た
。 

 

連
合
国
軍
は
ラ
バ
ウ
ル
に
向
け
て
Ｂ
―
25
の
編
隊
を
繰
り
出
し
て
反
撃

し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
一
九
四
四
年
の
時
点
で
は
日
本
軍
の
航
空
機
は
ほ

と
ん
ど
破
壊
さ
れ
、
航
空
基
地
と
し
て
の
機
能
を
失
っ
た
。
基
地
の
整
備
兵

た
ち
は
そ
れ
で
も
零
戦
の
残
骸
を
か
き
集
め
、
複
座
式
の
偵
察
用
零
戦
を
二

機
組
み
立
て
た
。
そ
の
う
ち
の
一
機
が
一
九
七
二
年
八
月
、
ラ
バ
ウ
ル
の
沖

合
い
十
キ
ロ
の
海
底
か
ら
引
き
揚
げ
ら
れ
、
こ
れ
が
国
立
科
学
博
物
館
に
保

存
さ
れ
て
い
る
。 

フ

ア
チ

イ
ル
ド
社 

Fairchild

：
一
九
二
〇
年
二
月
、
シ
ャ
ー
マ
ン
・

フ
ェ
ア
チ
ャ
イ
ル
ド
（Sherm

an M
ills Fairchild

／ 

１
８
９
６
〜
１
９
７

１
）
が
設
立
し
た
フ
ェ
ア
チ
ャ
イ
ル
ド
・
エ
ア
リ
ア
ル
・
カ
メ
ラ
・
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
前
身
と
す
る
航
空
機
用
精
密
機
材
メ
ー
カ
ー
。
第
二
次
大
戦

後
、
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
の
起
点
と
な
る
フ
ェ
ア
チ
ャ
イ
ル
ド
・
セ
ミ
コ
ン
ダ

ク
タ
ー
社
の
出
資
元
で
も
あ
る
。ジ
ョ
ー
ジ
・
フ
ェ
ア
チ
ャ
イ
ル
ド（George 

W
inthrop Fairchild

／
１
８
５
４
〜
１
９
２
４
）は
一
九
一
五
年
か
ら
二
四

年
ま
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
タ
ー
ビ
ュ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
レ
コ
ー
デ
ィ

ン
グ
（
Ｃ
Ｔ
Ｒ
：
の
ち
Ｉ
Ｂ
Ｍ
）
社
の
会
長
を
務
め
た
。 

ミ

ド
ウ

海
戦

一
九
四
二
年
六
月
五
・
六
日

文
頭
の
数
字
は
時
刻

を
示
す
。	 

	 

六
月
五
日	 

	 

〇
四
三
〇 

赤
城
、
加
賀
、
飛
竜
、
蒼
竜
か
ら
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
島
攻
撃
の
た 

 
 
 
 
 

め
百
八
機
が
発
艦
。 

 
 
 
 
 

巡
洋
艦
「
利
根
」
か
ら
索
敵
機
七
機
が
発
進 

〇
五
三
四 

ア
メ
リ
カ
軍
飛
行
艇
「
Ｐ
Ｂ
Ｙ
５
」
日
本
軍
機
動
部
隊
を
発
見 

〇
六
〇
三 
Ｐ
Ｂ
Ｙ
５
飛
行
艇
か
ら
ア
メ
リ
カ
太
平
洋
艦
隊
に
報
告
「
敵
空 

 
 
 
 
 

母
二
隻
、
戦
艦
数
隻
、
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
の
三
二
〇
度
、
一
八
〇 

 
 
 
 
 

マ
イ
ル
。
針
路
一
三
五
度
、
速
力
二
五
ノ
ッ
ト
」 
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〇
六
三
〇 

ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
島
攻
撃
隊
が
島
守
備
隊
と
交
戦
開
始 

〇
七
〇
〇 

ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
島
攻
撃
隊
よ
り
報
告
「
第
二
次
攻
撃
隊
ノ
要
ア 

 
 
 
 
 

リ
」 

〇
七
一
〇 
ア
メ
リ
カ
軍
雷
撃
機
十
機
が
日
本
機
動
部
隊
を
攻
撃
（
九
機
撃 

 
 
 
 
 

墜
） 

 
 
 
 
 

機
動
部
隊
司
令
長
官
・
南
雲
中
将
よ
り
発
令
「
第
二
次
攻
撃
隊 

 
 
 
 
 

本
日
実
施
。
待
機
攻
撃
隊
爆
装
ニ
換
エ
」 

〇
七
五
五 

ア
メ
リ
カ
軍
急
降
下
爆
撃
機
十
六
機
が
「
飛
龍
」
を
攻
撃
（
八 

 
 
 
 
 

機
撃
墜
） 

〇
八
〇
〇 

利
根
四
番
機
か
ら
報
告
「
敵
ラ
シ
キ
モ
ノ
十
隻
見
ユ
、
ミ
ッ
ド 

 
 
 
 
 

ウ
ェ
ー
ヨ
リ
ノ
方
位
一
〇
度
、
二
四
〇
マ
イ
ル
、
針
路
一
五
〇 

 
 
 
 
 

度
、
速
力
二
〇
（
ノ
ッ
ト
）
以
上
」 

 
 
 
 
 

南
雲
中
将
よ
り
利
根
四
番
機
に
返
電
「
敵
艦
種
を
知
ラ
セ
」 

 
 
 
 
 

利
根
四
番
機
「
敵
兵
力
ハ
巡
洋
艦
五
隻
、
駆
逐
艦
五
隻
ナ
リ
」 

〇
八
二
〇 

利
根
四
番
機
「
敵
ハ
ソ
ノ
後
方
ニ
空
母
ラ
シ
キ
モ
ノ
一
隻
を
伴 

 
 
 
 
 

ウ
」 

〇
八
三
〇 

利
根
四
番
機
「
サ
ラ
ニ
敵
巡
洋
艦
ラ
シ
キ
モ
ノ
二
隻
見
ユ
。
ミ 

 
 
 
 
 

ッ
ド
ウ
ェ
ー
ヨ
リ
ノ
方
位
八
度
、
一
五
〇
マ
イ
ル
、
敵
針
一
五 

 
 
 
 
 

〇
度
、
速
力
二
〇
ノ
ッ
ト
」 

 
 
 
 
 

南
雲
中
将
か
ら
山
本
連
合
艦
隊
長
官
に
打
電「
敵
航
空
母
艦
一
、 

 
 
 
 
 

巡
洋
艦
五
、
駆
逐
艦
五
、
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
ノ
一
〇
度
、
二
四
〇 

 
 
 
 
 

マ
イ
ル
ニ
認
メ
、
コ
レ
ニ
向
ウ
」 

 
 
 
 
 

空
母
「
飛
龍
」
山
口
二
航
空
司
令
か
ら
意
見
具
申
「
直
チ
ニ
攻 

 
 
 
 
 

撃
隊
発
進
ノ
要
ア
リ
ト
認
ム
」
要
ア
リ
ト
認
ム
」 

 
 
 
 
 

南
雲
中
将
、
山
口
少
将
に
返
電
「
揚
収
終
レ
バ
一
旦
北
ニ
向
ウ 
 
 
 
 
 
 

敵
機
動
部
隊
ヲ
捕
捉
撃
滅
セ
ン
ン
ス
」 

 
 
 
 
 

「
筑
摩
」
か
ら
利
根
四
番
機
応
援
の
索
敵
機
が
発
進 

〇
九
〇
七 

第
八
戦
隊
司
令
官
阿
部
少
将
よ
り
利
根
四
番
機
に
打
電
「
筑
摩 

 
 
 
 
 

機
来
ル
マ
デ
接
触
セ
ヨ
。
長
波
輻
射
セ
ヨ
」 

〇
九
二
五 

利
根
四
番
機
「
ワ
レ
燃
料
不
足
、
接
触
ヲ
止
メ
帰
投
ス
」 

〇
九
三
五 

第
八
戦
隊
司
令
官
阿
部
少
将
か
ら
利
根
四
番
機
に
打
電
「
一
〇 

 
 
 
 
 

〇
〇
マ
デ
マ
テ
」 

〇
九
三
八 

利
根
四
番
機
「
ワ
レ
出
来
ズ
」 

〇
九
三
九 

第
八
戦
隊
司
令
官
阿
部
少
将
か
ら
利
根
四
番
機
に
打
電
「
一
〇 

 
 
 
 
 

〇
〇
マ
デ
マ
テ
」 

〇
九
四
一 

利
根
四
番
機
「
ワ
レ
出
来
ズ
」 

○
九
五
五 

駆
逐
艦
「
嵐
」
が
米
潜
水
艦
ノ
ー
チ
ラ
ス
を
雷
撃 

一
〇
〇
〇 

「
ホ
ー
ネ
ッ
ト
」
発
艦
の
雷
撃
機
四
十
一
機
が
機
動
部
隊
を
攻 

 
 
 
 
 

撃
（
三
十
五
機
を
撃
墜
） 

一
〇
二
〇 

南
雲
中
将
よ
り
発
令
「
第
二
次
攻
撃
隊
、
準
備
出
来
次
第
発
艦 

 
 
 
 
 

セ
ヨ
」 

一
〇
二
四 

空
母
「
赤
城
」
艦
上
ス
ピ
ー
カ
ー
「
発
艦
は
じ
め
」 

 
 
 
 
 

ア
メ
リ
カ
軍
機
が
急
降
下
し
投
弾
開
始 

一
〇
二
六 

空
母
「
赤
城
」「
加
賀
」「
蒼
龍
」
が
被
弾 

一
〇
四
五 

空
母
「
蒼
龍
」
総
員
退
去 

一
一
〇
〇 

空
母
「
飛
龍
」
か
ら
第
一
波
攻
撃
隊
が
発
艦 

一
一
二
〇 

「
飛
龍
」
発
艦
の
第
一
波
攻
撃
隊
が
ア
メ
リ
カ
軍
空
母
「
エ
ン 

 
 
 
 
 

タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
」
を
攻
撃 

 
 
 
 
 

「
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
」
に
火
災
が
発
生 

一
一
三
〇 
第
一
機
動
部
隊
司
令
官
・
南
雲
中
将
が
軽
巡
洋
艦
「
長
良
」
に 

 
 
 
 
 

移
乗 

一
六
二
三 

空
母
「
加
賀
」
総
員
退
去 
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一
七
三
〇 

ア
メ
リ
カ
軍
「
ヨ
ー
ク
タ
ウ
ン
」
発
艦
の
爆
撃
隊
、「
エ
ン
タ 

 
 
 
 
 

ー
プ
ラ
イ
ズ
」
発
艦
の
攻
撃
機
が
「
飛
龍
」
を
爆
撃 

一
九
一
三 

空
母
「
蒼
龍
」
沈
没 

一
九
二
五 
空
母
「
赤
城
」
総
員
退
去 

 
 
 
 
 

空
母
「
加
賀
」
が
大
爆
発
を
起
こ
し
沈
没 

 

六
月
五
日	 

〇
二
三
〇 

空
母
「
飛
龍
」
総
員
退
去 

 
 
 
 
 

駆
逐
艦
「
巻
雲
」
が
「
飛
龍
」
に
魚
雷
を
発
射 

〇
六
一
五 

空
母
「
飛
龍
」
沈
没 
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